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令和4年2月4日

浜田を出港し、10日経ちました。船の外

気温は、昼間は22℃あります。船内は、暖

房から冷房に切り替わり、自由時間は、半

袖シャツで過ごす実習生が多くなりまし

た。また、船内生活にも徐々に慣れて、船

酔いする生徒は少なくなりました。

1月 30日より海洋観測が始まりました。

1日4回、0時、6時、12時、18時にＡＳＴＤ

という観測装置を使用し、水深1000ｍまで

の塩分濃度と水温を測ります。また、本科

生は、表面水温の実測と透明度を測定しま

す。各時間に本科生2名、専攻科生2名、教

官、船員とが交代で実施します。

漁場に着くまでの間、船体の錆落としと

ペンキ塗りをします。

マグロ延縄漁の仕掛け作りもしました。

船では、司厨部の船員さんが美味しい食

事を作ってくれます。

ある日の朝食（パン）昼食（きつねうどん）

夕食（酢豚）


